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10
月
27
日
、
西
大
井
広
場
公
園

で
第
37
回
と
な
る
品
川
区
住
宅
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
品
川
区
の
建
設
4
団
体

（
東
京
土
建
、
東
京
都
建
設
、
建

設
ユ
ニ
オ
ン
、
南
建
）
が
中
心
と

な
り
、品
川
区
や
新
東
京
木
材
、建

築
士
事
務
所
協
会
、東
京
ガ
ス
、ろ

う
き
ん
、
全
労
済
な
ど
が
協
力
し

て
行
な
っ
て
い
る
ま
つ
り
で
す
。

会
場
の
中
央
に
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が

走
り
、建
前
や
救
助
訓
練
が
あ
り
、

周
囲
に
は
工
作
教
室
、住
宅
相
談
、

包
丁
研
ぎ
、
壁
塗
り
体
験
、
フ
リ

マ
、
産
直
野
菜
販
売
、
飲
食
の
模

擬
店
な
ど
の
テ
ン
ト
が
ず
ら
っ
と

並
び
ま
す
。
包
丁
研
ぎ
に
は
午
前

10
時
の
開
会
前
か
ら
長
い
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
代
表
と
し
て
実
行

委
員
と
な
っ
て
い
た
小
林
紀
久
夫

書
記
長
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
、
「
今
日

は
約
60
人
の
東
京
土
建
の
仲
間
が

参
加
し
、
あ
ち
こ
ち
の
ブ
ー
ス
で

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

多くの来場者で賑わう会場

【
狛
江
・
書
記
・
小
田
井
穣
通

信
員
】
10
月
27
日
、
53
人
の
参
加

で
支
部
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
な
い
ま

し
た
。
当
初
は
千
葉
を
観
光
す
る

予
定
で
し
た
が
、
台
風
15
号
の
被

害
の
影
響
で
行
き
先
を
横
浜
に
変

更
し
ま
し
た
。
横
浜
と
い
う
と
身

近
な
場
所
で
観
光
向
き
で
な
い
印

象
で
す
が
、
実
際
バ
ス
に
乗
っ
て

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
を
聞
い
た

り
、
中
華
街
の
お
勧
め
の
店
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て

楽
し
め
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
朝
ド
ラ

「
ま
ん
ぷ
く
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
即
席
麺
を
開
発
し
た
、
安
藤
百

福
の
創
造
的
思
考
を
学
び
、
感
動

し
ま
し
た
。
昼
食
は
中
華
街
で
の

中
華
料
理
で
、
四
川
料
理
は
辛
口

な
料
理
も
あ
り
ま
し
た
が
、
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
後
は
中
華
街
を
散
策
し
、
買

物
や
買
い
食
い
を
楽
し
ん
だ
後
、

山
下
公
園
へ
移
動
し
、
大
黒
埠
頭

を
1
周
す
る
横
浜
港
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
満
喫
し
ま
し
た
。
来
年
は
復

興
支
援
の
意
味
も
含
め
て
、
千
葉

へ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

釣り上げてドヤ顔の
三島青年部書記長安藤百福の哲学をアニメで観賞

【
渋
谷
・
書
記
・
小
松
寛
之
記
】

渋
谷
支
部
で
は
11
月
3
日
に
、
今

年
で
3
回
目
と
な
る
海
釣
り
大
会

を
開
催
。
千
葉
県
浦

安
に
あ
る
吉
野
屋
の

釣
り
船
で
横
浜
近
海

に
行
き
、
ア
ジ
釣
り

を
し
ま
し
た
。

こ
の
海
釣
り
は
、
青
年
部
と
後

継
者
対
策
部
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で

あ
り
、
青
年
部
書
記
長
の
三
島
さ

ん
が
中
心
と
な
り
、
青
年
部
員
が

2
人
、
秋
か
ら
の
新
入
青
年
部
員

が
2
人
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
申

し
込
み
が
殺
到
し
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
も
出
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
特
に

家
族
で
の
申
し
込
み
が
多
く
、
常

連
の
参
加
者
に
加
え
、
初
参
加
者

が
18
人
で
、
計
34
人
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
ア
ジ
釣
り
は
初
心
者

に
も
簡
単
に

釣
る
こ
と
が

出
来
、
1
人

に
つ
き
20
匹

以
上
の
魚
が

釣
れ
て
、
参
加
者
か
ら
は
大
好
評

で
し
た
。

海
釣
り
終
了
後
は
、
後
継
者
対

策
部
部
長
の
白
須
さ
ん
も
合
流

し
、
23
人
で
交
流
会
を
開
き
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
の
簡
単
な
自
己
紹
介

を
踏
ま
え
、
事
業
所
が
多
い
渋
谷

支
部
と
し
て
は
、
組
合
員
同
士
の

交
流
が
出
来
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
と
し
、
組
織

の
担
い
手
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

青年部中心の建前で
フィナーレ

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
杉
並
支
部
は
11
月
10
日
、

杉
並
第
十
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
蚕
糸
の

森
公
園
で
「
第
19
回
東
京
土
建
ま

つ
り
」を
開
催
。8
分
会
へ
再
編
後

初
の
開
催
で
、
従
来
支
部
企
画
だ

っ
た
左
官
体
験
は
西
荻
分
会
、
塗

装
体
験
は
井
荻
分
会
、
自
由
工
作

は
泉
南
分
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

恒
例
の
模
擬
店
の
ほ
か
、
パ
ワ

ー
シ
ョ
ベ
ル
運
転
や
高
所
作
業
車

体
験
も
好
評
。
住
宅
相
談
コ
ー
ナ

ー
で
は
建
築
カ
レ
ッ
ジ
生
の
卒
業

制
作
の
水
車
が
子
ど
も
に
人
気
。

協
力
団
体
で
は
健
友
会
と
西
部
保

健
生
協
と
東
都
生
協
が
初
め
て
一

体
で
健
康
相
談
や
健
康
増
進
活
動

の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は
分
会
対
抗

手
の
こ
王
決
定
戦
を
初
開
催
。
仲

間
の
奮
闘
に
嬌
声
と
罵
声
が
飛
ぶ

な
か
、
富
士
見
・
水
尾
浩
平
さ
ん

が
初
代
王
者
に
輝
き
ま
し
た
。

最
後
に
新
た
な
建
前
キ
ッ
ト
で

青
年
部
中
心
に
ス
テ
ー
ジ
で
ミ
ニ

上
棟
式
を
し
て
終
了
。
杉
並
区
役

所
代
表
や
都
議
、
区
議
も
訪
れ
、

1
万
人
の
来
場
者
を
迎
え
、
盛
大

に
地
域
に
東
京
土
建
を
ア
ピ
ー
ル

し
仲
間
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

スカイツリーを背景に

【
荒
川
・

鉄
骨
・
磯
部

正
三
通
信

員
】
10
月
27

日
、
荒
友
会

主
催
の
向
島

百
花
園
散
策

の
秋
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
16
人
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
初
参

加
者
が
6
人
も
い
ま
し
た
。

向
島
百
花
園
は
1
8
0
4
年
、

骨
董
商
を
営
ん
で
い
た
佐
原
鞠
塢

（
き
く
う
）
こ
と
北
野
屋
平
兵
衛

が
、
元
幕
臣
多
賀
氏
の
屋
敷
で
あ

っ
た
の
を
買
い
取
り
、
交
遊
の
あ

っ
た
江
戸
の
文
人
墨
客
（
ぶ
ん
じ

ん
ぼ
っ
か
く
＝
詩
文
や
書
画
な
ど

の
風
流
に
親
し
む
人
の
こ
と
）
の

協
力
を
得
て
、
花
園（
新
梅
屋
敷
）

を
開
設
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り

で
、
江
戸
市
民
に
愛
さ
れ
、
明
治

時
代
ま
で
「
庶
民
的
花
園
」
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

正
門
を
入
る
と
す
ぐ
に
、
庭
門

が
あ
り
、
蜀
山
人
の
名
で
も
知
ら

れ
る
太
田
南
畝（
な
ん
ぽ
）が「
花

屋
敷
」
と
記
し
た
扁
額
が
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
回
初
め
て
の
参
加
で
し
た

が
、
実
際
に
重
厚
な
門
を
潜
っ
た

と
た
ん
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
気
分
に
な
れ
る
ほ
ど
、
美

し
く
保
存
さ
れ
て
い
る
向
島
百
花

園
が
広
が
り
ま
し
た
。
花
々
の
み

な
ら
ず
、
庭
造
り
に
力
を
合
わ
せ

た
文
人
墨
客
の
29
も
の
句
碑
、
園

創
設
者
の
佐
原
鞠
塢
が
大
切
に
信

仰
し
て
い
た
「
福
禄
寿
」
な
ど
も

見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
秋
の
情
緒
溢
れ
る
花
の
咲
く

草
花
鑑
賞
を
楽
し
み
、
秋
の
散
策

を
し
ま
し
た
。

求

人
建
設
４
団
体
で
住
宅
ま
つ
り

品川

仲
間
６０
人
が
大
活
躍

釣
果
は
１
人
２０
匹
以
上

渋谷

東
京
湾
で
鯵
釣
り

中華街でまんぷく
カップヌードルＭ訪ね

荒
友
会
で
百
花
園
散
策

荒川

秋
の
情
緒
楽
し
む

狛
江

分
会
再
編
後
初
の
祭

杉並

初
代
手
鋸
王
は
水
尾
さ
ん


